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　　　’1936k度のλロ嬬リエMギ．－ptNfi．

　　　　火慨矢印の圖形1個につき，毎年石嵐石油
　　　及び水力よりの動力量．　50ekWhを表わす．

　　　　ノイラー・ト薯1現代杜命生態圖読」より．

　　　　　アメリカのTVAについてのリリ

　　　エンタールの著書に，「12C億の魔力」

　　　　．という1，章がある．TVAによつてこ

　　　の河域から蛋電される年120億kWh

　　　め電力は，まことに魔力といつてよ

　　　い力をもつている．この電fiinネル

　　　ギMは1日8時間勢働の成年勢働者

　　　4叩0萬入鹸の筋肉勢働に匹敵し，

　　　この河域の全佳民敷の約8倍強であ

　　　る・古代エジプトの勢働者総藪は

　　　ユ50萬入と推計されていて，その勢

　　　働総出力は約15萬馬力，今日の大

　　　型商船1隻の出力にも劣る．また古

　　　代ギリシャ，V・・一マの人口を研究し
　●　　　‘たある書（Beloch：Die’Bev61kerung

　　　der　Griechisch－R6misc血en　Welt）

　　　起よると・この史上室前の奴隷國家

　　　においてさえ，支配階級としての自

　　　由入は1當天りbずかに3ノ、の奴隷

　　　しか有していない計算になつてい

　　　る・これに比してTVAの恩悪を受
　　　．けている河域の入々にとつては，電

　　　氣エネルギーによつて1人當り8入

　　　蝕の螢働者を傭つていることにな
　　　る．とのような比較からしても今日

　　t，、、われわれが享受している動力技術の「

　　　㌧恩悪の偉大さボわかる．しかtそれ
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　　　　　　　第1圖　　目本工業動力の墾遷
騨献蜘から髄蘭代伽纏跡工緻肋舗蝋と，その鰍妹す．蘇
機闘動力が線馬力数の中ド占める比璽（汽化傘）と電氣動力のそれk電化蛮ノとカ㌔1916

傘（世界大職中）に炎替している・なお・水車動力から蒸氣動力への交替ば，明治20年

“ろ（1887年）に行林℃・’る’ア・リカではこ較替が，それぞt・　］．・65・Gr・t“8，

1920年さろ行われている）・糖馬力欺のグラフに重ねられkO印と國名，年数は，各醒の’

工粟用聰馬力欽が・日本のその値に蓮した年を示す・先進國に比し約傘世紀の蓬オτをもっ

℃いることがわかる・上林貞始郎菩「日本工業嚢達史論，Karmarsch：Geschicnte
’der　technalogie及び14，th　Census　of：the　U・S：19：，e，より作畏

　は輩に量的な塊較においてばかりで

　なく，そめ質的なものにおいても同

　檬のことがいえる．

　　入類の歴史の中では，まず人間の

　肉膿酌勢働が生産活動の唯一の動力

　源であつた時代があり，ついで新石

　器時代の初期（約B．C．7，000年ごろ）

　から始められた家畜の飼養による畜

　力の利用がある．畜力の利用にとつ

も　ては，その装具（馬具，蹄鐵，範な

　ど）や，車輌，翠その他の動力利用

　機構の護達が俘わなければならなか

　つたので，その實際的普及ははるか

　に遅れた．（牛に牽かぜる車の襲明は

　B・C・3，500年ごろ申央アジアで行わ

　れたといわれ，釘で留ある蹄鐵は6～

　7世紀になつてやつと，一般化した．）

　　しかし家畜の利用はその敷牽の低

　さや，宗教的感情（家畜の碑聖覗）

　などから，動力源としての利用は豫

　想外に貧弱で，當時の人間1人1日
　のエネルギみ満費量は，雫均して約
　2，000力冒リ；に過ぎなかつたと推

　定する入もある・

　　ついで歴史に登場する新動力源は

　水流の利用，帥ち水車で，これは西

　歴紀元前後から盛に用いられ，現存

　する最古の技術書として有名なP一
　マのヴイトルヴィウス（B・C・　lt世紀）・

　の「建築十書」にも，すでに相當進

　歩した構造の下射水車の読明が記載

　されている．これによつてローマの

　大規模農業が推進されたが，ヨe・・P，

　ッパ申世に至ると道具による小規模
　の農奴制農業の下で，むしろ技術的

　に退化し，その製造．使用は領主，

教會の嚴しい凋占による制限と強制

　とによつて萎縮された．このような

　環境の下ではその動力按徳も逡歩す

　る道理がなく，水車の材料もほとん

　ど木製で，金騎の軸肇は15世紀鐵

　の歯車装置はヱ8世紀にやつと出現

　している．しかし人問の動力への欲

　求は彊く，15～16世紀は「水の時代」

　と呼ばれるほど，水車はあらゆる製

　造工業の動力源どして用いられるよ

　うになり，中世寧ルド枇會を繁榮さ

　せた　しわしこの時代でも人間滑量

　エネルギ’は1人1．日4，000カPtり＿

　の域を出なかつたといわれている・

　　ついで18世紀後牛から始まり産
業革命を推進させた蒸汽機開．さら

　に電氣動力機，内燃機關と，入類は

i新らしい種類の動力按術によつで漸

次，有敷亘大なエネルギーを獲得す

　ることが可能になつた．1929年度め

　アメリカ國民1人當り1目のエネル
ギー－wa費量はleo，000カロリーと推

計する人もあり，そのうち食物獲得

に浩費される量はわずかに7％であ

るのに比し，古代ギリシヤのそれは
97％にも及んでいたといわれる．

　　このような動力技術の歴史は，た

だちにわれわれのいわゆる「文明」の

一面を示すバ営メe－　it・・一であるが，

現代の亘大なエネルギ帥は果してす

べての人’kに幸幅をもたらしつ策あ
るであろうか．Engineering　News．

Record誌1949年9月1日特集號
に掲げられた弐の宣言は正にわれわ

れもいわんとするところである．

　　「アメリカの護展は，入々の夢を

　手で，ついで機械で實現してきた
　建設の叙事詩であつた．しかしそ

　れはすべての人々の夢を實現した

　ものではなかつた．20世紀後孚に1
　當面して，われわれ（按術者）の

　努力は，すべての人々の物質的，』

　精稗的繁榮の建設へ捧げなければ・

　ならない」．（1949・ユ2・2紛　　　　／
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